












































1. 精神と自然との根源的同一性 －精神としての人間は自然の一部である 
Die ursprüngliche Identität von Geist und Natur: der Mensch als der Geist 







このことは、初期シェリングの『自然哲学考』(Ideen zu einer Philosophie der Natur, 
1.Aufl.=ED, 1797, 2.Aufl. =ZD, 1803)3の「序論」の中で綱領的に語られている。「自然の研究
にいそしみ、自然の豊饒さをひたすら享受している最中の人であれば、自然と経験が可能




うにして可能であるか、自然とその経験がどのようにして可能であるか」Wie eine Welt 







してのみ、人間は人間になるからだ。」(ED XVII =SW II,13 == AA I/5, 71) 
Ferner, der Mensch ist nicht gebohren, um im stetem Kampf gegen das Hirngespinnst einer 
eingebildeten Welt seine Geisteskraft zu verschwenden; sondern einer Welt gegenüber, die auf 
ihn Einfluß hat, ihre Macht ihn empfinden läßt, und auf die er zurückwirken kann, alle seine 
Kräfte zu üben; zwischen ihm und der Welt also muß keine Kluft befestigt, zwischen beyden 
















い。」 (ED LXIV =SW II,56 = AA I/5, 107) 
Die Natur soll der sichtbare Geist, der Geist die unsichtbare Natur seyn. Hier also, in der 
absoluten Identität des Geistes in uns und der Natur außer uns, muß sich das Problem, wie eine 









うことにある。それが、「普遍的有機体」(der allgemeine Organismus)という構想である。 
シェリングにおいて有機体とは、『自然哲学考』序論の中の綱領的な規定によれば、「自
分自身で存立」し「自分自身を産出」し、「無限に自己自身の内に還帰する」ものであり、
自分自身の原因にして結果として「自己自身を有機組織化する」ものである(ED XLVII =SW 
II, 40f. = AA I/5, 93f.)。 
したがって普遍的有機体の概念も、「無機的世界と有機的世界との連続性を維持し、自然










で「流動的」なものであろう (Erster Entwurf 1799, 26 =SW III, 31 =AA I/7, 91) 5。それは自然
の経験的現象からは直接的に把握することはできない。 
しかし、「絶対的な自然能動性は無限に阻止されるものとして現象しなければならない。」
Die absolute Naturthätigkeit soll als ins Unendliche gehemmt erscheinen. (Erster Entwurf, 10 =SW 
III, 17 ＝AA I/7, 82)  
そこから、自然の内部に「主体としての自然 die Natur als Subject」と「客体としての自

















































の漸次的展開によって形成されてきた」(Weltseele, ED VIf.= SW II, 348 =AA I/6, 68)という仮
説である。それは一八世紀になお支配的であったいわゆる「存在の連鎖」の思想を背景に
生じた仮説であろうが、その意味は、原型のような有機組織があって、そこから実際に時
系列的な歴史の中で種々の有機体が発生してきたというのではない(Erster Entwurf, 58f. 





















否定的原理の差異性とに存する。」(Weltseele, ED 195 =SW II, 503 = AA I/6, 192f.) 
Das Leben selbst ist allen lebenden Individuen gemein, was sie von einander unterscheidet ist 
nur die Art ihres Lebens. ...So individualisirt sich das allgemeine Prinzip des Lebens in jeden 
einzelnen lebenden Wesen, (als in einer besondern Welt), nach dem verschiedenen Grad seiner 
Receptivität. Die ganze Mannigfaltigkeit des Lebens in der ganzen Schöpfung liegt in jenr 
Einheit des positiven Princips in allen Wesen, und der Verschiedenheit des negativen Princips 
in einzelnen, und .... 
「生命と有機体の肯定的原理は、絶対的に一である以上、有機諸組織は本来ただその
否定的諸原理によってのみ異なる。」(Weltseele, ED 211 =SW II, 513 =AA I/6, 202) 
Da das positive Princip des Lebens und des Organismus absolut-Eines ist, so können sich die 

























geschlossenes System」(Erster Entwurf, 84 =SW III, 83 =AA I/7, 127)、「一つのおのれ自身の内









すれば：有機体に対するどの外的な作用も間接的な作用である。」(Erster Entwurf, 84f. 


























る。」(Erster Entwurf, 234f. =SW.III,206= AA I/7, 218f.)  
Es ist also Eine Organisation, die durch alle diese Stuffen herab allmählich bis in die Pflanze 
sich verliert, und eine ununterbrochen wirkende Ursache, die von der Sensibilität des ersten 
Thiers an bis in die Reproductionskraft der letzten Pflanze sich verliert. 
有機体の能動的過程は、二重性を合一しようという収縮と二重性を再興する拡張との交
替過程として捉えられる。この過程が「興奮性」(Erster Entwurf, 182 =SW III, 168 = AA I/7, 
179)と呼ばれる。この過程はさらに、収縮して均衡すなわち静止に到るたびに、「形成衝動」















自然諸現象の無限の多様性と深みに「意識をもって到達すること」(Zeitschrift für spekulative 
Physik, 1.Bd., 1.H., S.100＝SW IV, 3 = AA I/8, 297)は不可能であるにしても、理論的構成を
継続して、それらの現象を自然の普遍的諸力にもとづく力動的過程として構成することが
できるならば、有機的自然を含む「あらゆる力動的運動が、その究極的根拠を、自然その














自身の志向」(ibid., 1.Bd., 2.H., S.85 =SW IV,77 =AA I/8, 365)であるといわねばならないであ
ろう。自然はたしかに意識を欠いた産出性である以上、みずから見ることはできない。し
かしたえず潜勢力を高めていく自然の自己産出過程が段階的に可視的になっていくという
ことは、まさに「自然の限界において観念論が出現せざるをえない」(ibid., 1.Bd., 2.H., S.84 
=SW IV,76 =AA I/8, 364)ということを意味している。 
「観念論者は、彼が理性をあらゆるものの自己創造者とする場合に、正しい。という
のは、これは自然そのものの内に基礎づけられているからである。」(ibid., 1.Bd., 2.H., 
S.85 =SW IV,77 =AA I/8, 365) 
Der Idealist hat Recht, wenn er die Vernunft zum Selbstschöpfer von allem macht, denn dieß 



















er hat die eigene Intention der Natur mit dem Menschen für sich, aber eben weil es die 
Intention der Natur ist- (wenn man nur sagen dürfte, weil die Natur darum weiß, daß der 
Mensch auf solche Art sich von ihr losreißt !) – wird jener Idealismus selbst wieder zum 
Schein; er wird selbst etwas Erklärbares... 
ここで観念論者として念頭に置かれているのはむろんフィヒテである。フィヒテの『道
徳論の体系』(Das System der Sittenlehre, 1798)によれば、「自我はおのれの絶対性の意識によ
り自己自身を－－自己自身から－－引き離す。そして自己を自立的なものとして立てる
Durch das Bewusstseyn seiner Absolutheit reisst das Ich sich selbst － von sich selbst － los, und 
stellt sich hin als selbständiges.8」(FW, Bd.IV, 32)。ここで、引き離す自己と引き離される自己
と呼ばれるものは何か。フィヒテはいう。「意識を有する絶対的な力としての自我は自己を
－力と意識を欠いた所与の絶対的なものとしての自我から引き離す Das Ich, als absolute 

































命の現れとして認められるのはただ人間理性のみ、「人類 das menschliche Geschlecht」(FW 
VI, 362)のみである。自然は生きたものではなく、どこまでも「死んだ、自己のうちに閉


















えられるべきだ Sie [= die Natur] soll ferner durch das vernünftige Leben in seiner Entwicklung 
selber belebt werden.」(FW VI, 363)という。しかしこの主張が意味するものは、じつに自然
を人間のために「有用で利用しうる nützlich und brauchbar」(FW VI, 370)ものとして支配し





















wahrer Abscheu gegen alle Natur und Lebendigkeit ausser im Subject」(SW VII, 19)が潜んでお
り、しかもそれはフィヒテ哲学のみならず、時代の特徴でもあると指摘する。フィヒテは
時代を「罪業の完成せる状態 der Stand vollendeten Sündhaftigkeit」(FW VII, 12, 18)と特徴づ
けたが、シェリングにとって、その罪業の本来の原理は「自我性 Ichheit」にある。フィヒ
テの反自然の主張は、主観性を玉座に据える時代を代弁したものと捉えられた。 
やがて『人間的自由の本質』（1809）11で語られるように、「罪の始まりder Anfang der Sünde」
は、人間が「みずから創造する根拠となろうとし、また人間が自分のうちにもつ中心の力
によって、あらゆる事物の支配者となろう um selbst schaffender Grund zu werden, und mit der 
Macht des Centri, das er in sich hat, über alle Dinge zu herrschen」とするということにある(OA, 
475 =SW VII, 390)。しかし人類の自己陶冶は、またフィヒテのいう自然を利用する営みそ
のものも、シェリングからすれば、自然という現実的全体の中でなければ、また自然との
統一なしには不可能である。そうである以上、「我欲は、全体からそして統一から自分を切
り離せば切り離すほど、ますますみすぼらしく、哀れむべきものとなる」(die [= die 
Selbstsucht] in dem Maß, als sie vom Ganzen und von der Einheit sich lossagt, immer dürftiger, 
giftiger wird.)のであり、そこには「たえず自分自身を破壊していく矛盾」(der sich selbst 
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